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今号の紙面から

◇市民協働のまち
◇環境先進都市
◇子育て・保健福祉のまち
◇商業・文化芸術都市

市の将来都市像

２面
３人乗り（幼児２人同乗）
自転車の利用希望者を募
集します
３面
都市計画マスタープラン
（地域別構想編）の改定素
案がまとまりました
説明会を開催します

高齢者体験型交通安全講
習会参加者募集

４面

市民農園の整備・支援１２
体験農園・観光農園の支援１３
農業祭の開催１４

大型直売所の整備９
学校給食への食材供給１０
町田産のブランド化１１

生産緑地の保全・活用５
遊休農地の解消６
七国山風致地区保全７
田んぼの保全推進８

農業研修の実施１
認定農業者支援２
環境にやさしい農業支援３
経営環境の整備・支援４

　

市
で
は
、
遊
休
農
地
の
活
用
や

農
業
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
、
持

続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め

の　

年
間
の
施
策
等
を
定
め
た

１０
「
町
田
市
農
業
振
興
計
画
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
度
に
策
定
し
た
、

第
３
次
の
計
画
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
上
半
期
の
中
間
評
価
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
評
価
を
踏
ま
え
、

２
０
１
２
年
度
か
ら
の
下
半
期
の

行
動
指
針
で
あ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
担
い
手
育

成
・
支
援
」「
農
地
保
全
」「
地
産

地
消
推
進
」「
市
民
と
農
の
ふ
れ

あ
い
推
進
」
の
４
つ
の
基
本
方
針

と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の　

の
施

１４

策
（
う
ち
３
つ
が
重
点
事
業
）
で

構
成
し
て
い
ま
す
（
左
上
図
参

照
）。

※
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
農
業
振
興
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

市
は
、
高
齢
者
が
加
齢
と
と
も

に
社
会
的
に
孤
立
し
て
閉
じ
こ
も

り
が
ち
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守
る
た

め
に
「
あ
ん
し
ん
相
談
室
」
を
開

設
し
、
見
守
り
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
本
町
田
」「
木
曽

山
崎
」
に
続
き
、
市
内
３
か
所
目

と
な
る
「
能
ヶ
谷
あ
ん
し
ん
相
談

室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

相
談
窓
口
で
は
、
高
齢
者
ご
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方
や
日

ご
ろ
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

地
域
の
方
々
か
ら
の
相
談
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

　

今
後
は
、
市
内
９
か
所
に
相
談

室
を
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

○
所
在
地　

能
ヶ
谷
３
―
２
―
１

鶴
川
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
１
階

○
電
話　

辺辺
７
１
８
・
１
２
２
３

○
受
付　

月
～
土
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
８
時

　

分
～
午
後
５
時　

分

３０

１５

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
０
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

「
震
度
」
と 

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は

ど
う
違
う
の
？

　

地
震
の
強
さ
は
「
震
度
」
や
「
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
い
っ
た
言
葉

で
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
違

い
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
、
発

生
し
た
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

き
さ
を
示
し
た
も
の
で
、
一
般
的

に
「
Ｍ
○
・
○
（
○
は
数
値
）」

で
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
数
値
が
１

増
え
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約　

倍
３２

に
な
り
ま
す
。

　
「
震
度
」
は
、
そ
の
場
所
で
の

揺
れ
の
大
き
さ
を　

段
階
（
０
～

１０

４
・
５
弱
・
５
強
・
６
弱
・
６
強

・
７
）
で
表
し
た
も
の
で
、
基
本

的
に
震
源
か
ら
遠
く
な
る
に
つ
れ

て
小
さ
な
数
字
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
震
度
」
は
、
現
在
は
機

械
で
観
測
し
た
も
の
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
１
９
９
６
年
ま
で

は
気
象
台
の
職
員
が
体
感
等
を
も

と
に
判
断
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
三
陸
沖
で
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
は
「
Ｍ
９
・
０
」
で
、
町
田

市
の
震
度
は
、「
震
度
５
強
」
と

　

気
温
の
高
い
日
が
続
き
、
熱
中

症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
件
数
が
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

都
内
で
は
昨
年
、
熱
中
症
の
半

数
近
く
が
８
月
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
約　

％
が
住
宅
等
の

４０

居
住
場
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暑
さ
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。
室
内
で
も
油
断
せ
ず
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
熱
中

症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
通
気
性
、
吸
湿
性
の
良
い
衣
類

な
ど
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

○
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。

○
暑
い
と
き
は
我
慢
せ
ず
エ
ア
コ

ン
や
扇
風
機
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
体
温
調

整
が
十
分
に
で
き
な
い
方
は
、
周

囲
の
人
が
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
で
直
射

日
光
を
防
ぎ
、
日
陰
な
ど
涼
し
い

と
こ
ろ
で
休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
企
画
課
辺辺
７
２
４
・
４
２

４
１
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
８

２
０
２

　７月２８日に日本大学第三高等学校が第９４回全国高
等学校野球選手権大会西東京大会で、１５回目の優勝
を遂げ、２年連続で夏の甲子園出場を決めました。
　健闘を願って８月２日に市役所で開催された壮行
会には、大勢の市民の皆さんが集まり、大きな拍手
と声援がおくられました。
　石阪市長が「私も市民の皆さんも２連覇を期待し
ています。プレッシャーを力にして活躍をしていた
だきたい」と激励すると、小倉監督は「選手たちに
のびのびとプレーをさせ、また優勝旗を持って町田
に帰ってこられるように頑張りたい」、金子主将は
「一戦一戦を戦っていくということを忘れず、優勝旗
を取りにいくという気持ちで戦いたい」と決意を語
りました。
　初戦は、福島県代表の聖光学院高校と８月１１日
（土）午前１０時３０分から行われます（予定）。みんな
で応援しましょう。

農業振興計画アクションプランを
策定しました
農業振興計画アクションプランを
策定しました
農業振興計画アクションプランを
策定しました

　防災安全課
　　７２４・２１０７
　　０５０・３０８５・６５１９

防災まめ知識❷防災まめ知識❷防災まめ知識❷
問
辺辺

返

知っておきたい

頑
顔
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熱中症に
ご注意を！

暑さがピークを
迎えます
暑さがピークを
迎えます

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

高
齢
者
が
長
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
能
ヶ
谷
あ
ん
し
ん
相
談
室
」

「
能
ヶ
谷
あ
ん
し
ん
相
談
室
」

「
能
ヶ
谷
あ
ん
し
ん
相
談
室
」
を
開
設

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

※施策の具体的な内容については、重点事業のみ掲載しています。

　町田市研修農場（小野路町）
を拠点として、ＪＡ町田市や
ＮＰＯ法人等と連携しながら、
野菜の栽培技術を中心とした
農業研修を実施し、新規就農
者や農業後継者、援農ボラン
ティア等を育成します。
　また、育成した新規就農者
や農業後継者の就農を支援するほか、援農ボランティアの
活動に取り組む団体を支援します。

　市民が農を体験できる施設
として、既存の市民農園（５
園）の運営だけでなく、新た
なコンセプトの市民ふれあい
農園の整備を検討します。
　また、農地所有者自ら開設
する農家開設型貸し農園の情
報提供等を行います。

　市街化調整区域の農地を対
象に、遊休農地と新たな担い
手をマッチングさせる農地あ
っせん事業を行います。
　また、条件の悪い農地への
農道整備を行います。

担い手
育成・支援

農地保農地保全全

地産地消
推進

市民と農の
ふれあい推進

重点重点重点

重点重点重点

重点重点重点

問農業振興課
　辺辺７２４・２１６６返０５０・３１０１・９９１３

日大三高が夏の甲子園に
２年連続出場２年連続出場２年連続出場２年連続出場

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。


